
令和６年度 第１回

のぼりとミーティング 開催レポート

開催日時

令和7年２月４日（火）
10:00～12:00

会 場｜多摩区役所601会議室

参加者｜29名

プロジェクトの目的

① 「活動団体の『困りごと・やりたいこと』を共有・把握すること」

② 「地域資源を把握し、新たなつながり、新たな取組が生まれる環境・きっかけづくり」

③ 「支え合いの地域づくりの体制・しくみを形成」

プログラム

１ オリエンテーション

・プロジェクトの目的は？

２ 第１部：団体からの活動紹介

・4団体が現在実施している取組を紹介

３ 第２部：グループ意見交換

・参加団体の事を知ろう！

・地ケ算の種を見出そう！

４ 第３部：団体親睦会 ※自由参加

・本日をきっかけに新たな人とつながろう！



１ オリエンテーション

本プロジェクトの背景や目標、令和５年度までの取組内容、これからの方向性について

事務局より説明を行いました。

平成30年度から始動した本プロジェクトは、登戸地区にある地域活動団体が情報交換

をする場として交流会を開催し、地域包括ケアシステムへの理解を深め、地域の関係づくり

を活性化させることを目的としていました。

令和6年度からは、のぼりとミーティング第2フェーズとして、地区内にある地域資源や活動

団体の困りごと・やりたいことを共有し、新たなつながり、新たな取組が生まれる環境・きっか

けをつくることを目的に、菅地区の「地ケアつながりプロジェクト～Team SUGE～」が展開す

る”地ケ算”という手法を用いて、取組を推進していきます。

■“地ケ算”って？

資源をかけ合わせたアクション

※「地域包括ケアシステム」と「かけ算」を
組み合わせて生まれた造語

今ある取組に、地域の資源をちょっとプラスアルファ・
掛け算することで、地域活動が豊かになる取組

「地ケ算」

■“地ケ算”の取組例



２ 第１部：団体からの活動紹介

参加者同士の理解を深めるため、その団体が何を目的として、どのような活動をしている

のか、４名の参加者に活動紹介をしていただきました。

1.たまふれあいグループ

川﨑 千枝氏

2.YUEN HAIR（NAGOMI）

吉野 耕平氏

3.のぼりとゆうえん隊、住民本屋、のぼりと園芸部

佐々木 暁美氏

4.clinic WIZのぼりと・ゆうえん小児科

加久 翔太朗氏

■活動紹介

３ 第２部：グループ意見交換

参加者同士の自由な対話によって新たなつながり、新たな気付きを得ることを目的として、

ワールドカフェ方式のグループ意見交換を行いました。

■グループ意見交換で出た主な意見

・新たな担い手不足

・新たな活動をする場所がない

・活動のことが地域に知られていない

・若い世代とのつながりが少ない

・活動に関する講演会や相談会

・地域の人が気軽に集まれる居場所作り

・お祭りやイベントの開催

・他団体とのつながり作り

・園庭を活用したい×農業をもっと広めたい

・カフェの集客向上×読書会を開きたい

・活動の周知不足×配架スペースの活用

・ボッチャを広めたい×児童との交流

活動の困り事

地域でやりたいこと

地ケ算の種

テーブルを6つ用意し、メンバーを3回入れ替えながら、

「活動の困り事」や「地域でやりたいこと」、「地ケ算の種に

なりそうなこと」について意見交換を行いました。



４ 今後について

定期的に交流会を開催するとともに、次のような取組を進めてまいります。

参加者の皆さまが今後も交流していくための機会として、

登戸地区でどのような活動をしているのか実際に見学しに

行く「活動見学会」を定期的に開催します！

■活動見学会の開催

多摩区役所地域みまもり支援センター

地域ケア推進課／地域支援課 登戸地区担当

TEL:044-935-3228 FAX:044-935-3276

Mail:71keasui@city.kawasaki.jp

■活動紹介ハンドブックのリニューアル

■メーリングリストの運用

のぼりとミーティングの取組や参加団体の活動紹介をして

いる「活動紹介ハンドブック」を、第２フェーズのスタートに

合わせてリニューアルします！

団体の活動周知や困りごとの共有など、参加者の皆さま

が今後もつながっていくための情報発信ツールとして、メーリ

ングリストの運用を開始します！

今回から第２フェーズとして新たなスタートを切ったのぼりとミーティング。“登戸地区におけ

る地ケ算をきっかけとした支え合いの地域づくり”を目指して、今後も取組を進めてまいります。

□のぼりとミーティングに関するお問合せ先


